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1. はじめに 

 

 地震による上部構造の変位を制限するために，橋

座部や橋台等の前面に落橋防止構造や横変位拘束構

造を設ける場合がある．これらの部材は，作用する

水平力に対して弾性域に留まるようにすることが現

行の道路橋示方書Ⅴ編1)には規定されているが，そ

の具体的な照査方法は定められていない． 

橋台前面等に取り付ける落橋防止構造は引張力が

卓越する構造であり，取付部に複数本のアンカーボ

ルトを用いる場合が多いが，群効果を見込む具体の

方法は定められておらず，また縁端距離の影響を考

慮する方法も示されていない．そのため，複数本の

アンカーボルトによる群効果や縁端距離の影響を考

慮した上で，弾性域に留まるとみなせる耐力の評価

式が必要となる．しかし，既往の研究は埋込長の短

い小径のアンカーボルトによる検証 2)3)が多く，実

際の落橋防止構造の取り付けに合致した条件での実

験例が少ない． 

筆者らはあと施工でRCブロックに取り付けたD32

の異形棒鋼1本について，埋込深さ10Dおよび15D，

縁端距離を埋込長以上とした場合の引き抜き試験を

実施し，異形棒鋼が破断した後にRCブロック内部

の異形棒鋼のひずみが0になったことから，破断後

もRCブロック内部の異形棒鋼が弾性挙動をするこ

とを確認した4)．本研究では，複数本のアンカーボ

ルトの引き抜き試験により群効果や縁端距離の影響

について検討を行い，実際の落橋防止構造の取り付

けを想定したアンカーボルトの照査方法を提案する． 

 

2. 試験概要 

 

(1) 試験ケース 

 

実施した引き抜き試験の試験ケースを表-1に示す．

試験には一般に落橋防止構造の取り付けに使用され

るD32の異形棒鋼を用いた．また，異形棒鋼間の距

離は道路橋示方書Ⅲ編5)を参考に，異形棒鋼の直径

の3倍，埋込長は実際の設計で用いられることの多

い異形棒鋼の直径の15倍6)とした．縁端距離は橋台

等の最外縁鉄筋より内側に設置することを想定して

200mmとした．既往の実験4)ではSD345・D32の異形

棒鋼を用いた結果，異形棒鋼の破断により終局を迎

えた．群効果や縁端距離が問題となりやすいのは付

着破壊やコーン破壊であると考え，本試験では

SD490・D32を用いた． 

 

表-1 引き抜き試験の試験ケース 

 
鋼材 

記号 

鉄筋 

径 
本数 

異形棒鋼 

間の距離 

埋込 

長 

縁端 

距離 

Case-1 SD490 D32 1本 - 15D 200mm 

Case-2 SD490 D32 3本 96mm(3D) 15D 200mm 

Case-3 SD490 D32 4本 96mm(3D) 15D 200mm 
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